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光増白布の洗浄
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目的　繊維製品の洗浄系における蛍光増白剤（ＦＢＡ）の物質収支については，従来から

洗剤配合のF B Aを中心に調査されてきた。また，特に市販螢光増白綿布については，直

接染色による増白布に比べ，洗浄による白度の低下が顕著であることが指摘されているが，

定量的な検討はほとんどなされていない。そこで，本研究では市販増白布上の直接染料型

F B Aの洗浄による脱落，洗剤配合のF B Aの付着，脱落などの変化を定量的に調べるこ

とを試みた。

方法　まず市販増白布上のF B Aの同定，定量を行い，F B A既知となった増白布について

繰り返し洗濯を行った場合の，増白布からのF B Aの脱落，洗剤からの増白布へのF B A

付着，脱落を調べた。F B Aの同定，定量には高速液体クロマトグラフィー　日立L-6200を

用いた。検出器としてU V検出器(波長: 36 0n b）,データ処理装置D-2000を付置して使用し

た。洗剤は水溶液で，布上のF B Aはピリジン抽出液について測定を行った。

結果　トリアジニルスチルベン系F B Aによる処理（対繊維約O.l% ）がなされている市販

綿ブロードと，トリアジニルスチルベン系，ビススチルベン系のF B Aが配合されている

市販洗剤，同一成分でF B A未配合洗剤について，家庭用電気洗濯機でlO回繰り返し洗濯

を行った。この結*.洗剤中のF B Aの有無に関わらず，綿布上のF B Aは, 1～２回の洗

濯によりか｀なりのF B Aが脱落するが，その後は洗濯による脱･落は少なくなる。洗剤に配

合されたF B Aは洗濯１～２回で数十％が繊維に吸着されるが，その後涜濯回数と共に付着

F B A 量は漸減することがわかった。
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イオン性化合物の布への付着に関する研究

大　○大海慶子　所　康子　藤原康晴　山下伸典

目的：日常の衣生活に*3 !≫、て着用中の被服や乾燥中の洗濯物に大気中のミストが付着する

機会は多い。本研究では, 布に付着した大気中のイオン性化合物を電気化学的なら｀びにイ

オンクロマトグラフィ的方法により分析し，地域変化や季節変化を検討した。

:s 法：臨海部，市街as ,農村部および山間部に調査地点（徳島県1 3 ， 香川県1 ）を設け・

1 989年春，夏，秋の３回，各地点ともほぼ同一期間に調査を実施した。調査方法は,雨の

かがらぬ屋外に綿布（22×。1 2 .5cil, 5枚）を１週間放置した。イオン性化合物の付着量は√

脱イオン水(350ml, 25 °C）に試料布１枚( 20×10cm）を入れ，所定条件で撹拝下，簡易電

導S ftで溶出液の印加電圧を経時的に測定し, NaCl濃度に換算した総イオン量として求め

た。溶出液中の水溶性無機イオンの分析はイオンクロマトグラフィにより行った。

結果：①14地点ならびに３季節のいずれの場合も, ほぽ同種の水溶性無機イオンが検出さ

れた。イオン濃度は陰イオンではNO§くC 1’くS0,2-の順に，陽イオンではNa'’< Mg2七C a2゛の順に

高く, N Hこ, K＋は低い値を示した。c総イオン濃度は臨海部では高く，山間部では低い。同

一地点では春あるいは夏は高く，秋は低い。③イオンバランスは臨海部では春，あるいは

春，夏ともに陰イオンが大きく不足し，秋はほぼ当量であった。農村部や山間部では春，

夏ともに陰イオンが著しく不足し，秋にも不足している地点が多い。④特定のイオンにつ

いて，各調査地点は,環境に起因するそのイオンの影響を大きく受ける群と小さい群の２

群に分類された。各イオンについての同様の分析結果から，布に付着したイオン性化合物

と環境との係わりの推定が可能であることがわかった。


